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論 文 の 要 旨 
 
本論文は、性別役割規範が縮小しつつある中で、近年の研究が相変わらず性別と関連付けてとらえがちであ
り、女性の周縁的位置づけが現代も強いという問題意識の下、柳田国男以来の女性研究を乗り越えようとする、
民俗誌的研究である。本論文は序章と 6章、それに終章から構成される。 
序章「問題の所在と研究方法」では、これまで民俗研究者が話者と共感することで話者をより理解し、成果
をあげようとしてきた傾向が強く、女性研究者による女性研究は他者、あるいは客体化という視点を欠いたま
ま進められてきた、と批判する。固定化した女性像を離れ、女性たちが何を問題としているのかに迫ることに
より、地域における女性の全体像をつかみ、社会の全体像を明らかにできるとする。そして、女性のつきあい
にみられる情や親密さに加え、利己的側面や戦略性の要素も含めて検討することにより、娘、妻、母としての
女性のあり方の多様性を明らかにすることを課題とする。そのため、第 1部で宮城県石巻市牡鹿地区において
近世から 2000年代前半まで活動していた女性の講集団「女講中」を、第 2部で集落の組織とは無関係に結ば
れる個人のつきあいを検討する、とする。 
第 1部「集落における女性の社会組織と秩序―女講中をめぐる仲間意識と統制―」 
第 1章「女講中と婚礼」では、婚礼に関する先行研究では看過されてきた婚姻への集落の女性のかかわりに
注目し、新参の花嫁と先輩の女性たちとの関係形成を明らかにする。牡鹿地区では 1960年前後まで中宿で「長
持ち渡し」と称して女講中が嫁入り道具を受けとり、長持ち唄を歌いながら婚家まで運び、さんさ時雨を歌い、
婚出の場合は村境まで運んでいた。これは集落女性としての仲間入りと、それとは逆の別離のために儀礼化さ
れたものである。長持ち渡しでは婚入の際には長持ち金、婚出の際には御祝儀という形で、女講中に現金収入
をもたらした。さらに各集落の女講中は本膳、角樽、衣装を共有しており、膳椀は料金を払えば誰でも借りる
ことができた点で、公共性と平等性を有していた。しかし、振袖は経済的側面ばかりでなく、女講中の着物を
着ることが花嫁の社会的な帰属を明らかにするものであった。1947年ころから 1960年ころにかけて、同じ
衣装に袖を通すという身体感覚は花嫁たちだけに共有され、他の花嫁が着るのを見る経験を重ねることによっ
て強化された。女講中は非講員を排除せず、排他的な仲間意識でなく、女性のつきあいの拡大のために運用さ
れた。これは集落自治のための契約講との大きな違いであると指摘する。 
第 2章「女性の一生と講集団」では、既婚女性は家を継承する男性（カトク）と結婚したアネ、家政を司り
アネに影響力を持つガガ、多くの労働から退いているが家の最終決定をするババに分けることができ、それぞ
れ女講中、観音講、念仏講と対応し、加入した順に座順が決まっていたことを明らかにした。家の中の力関係
はババ、ガガ、アネの順であるが、女講中は収入源を持っていたため、姑たちの観音講よりも経済的に自立し
た組織であり、信仰を基盤とした女性たちのつきあいの中核であったと論じる。 
第 3章「年序集団体系の中の女講中―牡鹿地区における契約講研究の再検討と女性集団の相対化―」では、
契約講への加入が 15歳で女講中への加入は結婚を機にしていることから、個人が集落において一人前になる
時期であること、いずれも加入資格を家の後継者に限っていること、1月に行われる加入式が予祝儀礼や婚礼、
夫婦としての仲間入りなどと結びついた催しとなっている点に対応関係が見いだされる、と指摘する。女講中
が経済的に自立し、主体的な活動を展開したことは、女性の講集団を補助的、娯楽的なものと見ることが適切
ではないことを示しているが、契約講のように政治的な権威に裏付けられたものではない。女講中の講員たち
が暮らしの上で第一義とするのは、夫を支え、姑に倣い、子を産み育てる嫁としての役割であり、講の活動は
その延長にあるものである。女講中は、このような女性の生き方、役割の文脈において、個人としての女性主
体で展開してきた点が特徴であり、その自由度の高さにおいて村落組織としての契約講のあり方と対称をなす
ものではない、と論じる。 
第 2部「インフォーマルなつながり―つきあい研究と友人の民俗のあいだ―」 
第 4章「「入れない嫁」から「入らない嫁」へ―高度経済成長期におけるつながりの変容―」では、アネに
ならなかった女性は女講中には「入れない嫁」であったが、1970年代中ごろから集落内の規範、女性の意思、
産業の変化などが関連して、「入らない嫁」が生まれたことを検討する。まず、「入れない嫁」は講の行事など
に参加できなかったため人脈作りや発言権の面で「入れる嫁」に後れをとったが、日常のつきあいが阻害され
るわけではなく、むしろ講に参加するには姑の理解と協力が必要であり、夫婦世帯では加入は難しかった。個
人の意思や判断によって「入れない嫁」となるのではなく、機械的に行われる区別であった、と指摘する。「入
らない嫁」への変化の過渡期には、姑たちの価値観の転換が密接に関連し、やがて家の事情を優先する風潮が
表出し、個人の選択が可能になっていった。女講中も徐々に主要なライフコースから選択肢の一つへという位
置づけに変わっていった。高度経済成長期の後半にいたり、社会的承認を得る場は集落の中だけではなくなり、
女講中への加入を主体的に選択することで、集落組織としての性質も希薄になり、女性が仕事や地域貢献を通
して自己実現を図る中で、女性のつきあいも再編されていく、と論じる。 
第 5章「外国人嫁の居場所とネットワーク」では、牡鹿地区では 1970年代中ごろから始まった外国人女性
との結婚を取り上げ、特に 2000年以降増加した外国人嫁の暮らしと人間関係形成について、フィリピンと韓
国出身者の事例により検討する。調査対象のフィリピン人の女性は毎週日曜日に石巻の教会に出かけ、マリア
像を仏壇において毎日祈るなど、信仰面で婚家の理解に感謝しており、子供を通じたつきあいが集落社会との
限られた交流の機会になっている。牡鹿地区ではフィリピン出身の嫁が最も多く、彼女たちは半島全域で連絡
を取り合い、自らのつながりの中心にフィリピーナネットワークを据えている。調査対象の韓国人の女性は姑
に代わって家を切り盛りし「いい嫁」となることをめざし、集落の中で居場所を作ろうとしている。外国人嫁
は少数派であるため、彼女たちの葛藤は社会問題化せず個人で解決すべき問題にとどまる。そのため個人の発
想と行動は柔軟であり生きるすべを見出している。一方、集落の人々の間には日本人の嫁を標準と見做す態度
が潜み、同質化することによって集団の凝集性を保とうとする傾向がうかがえる、と指摘する。 
 第 6章「摩擦とつきあい―災害を経た女性同士のつながりの変化について―」では、2011年の東日本大震
災をめぐる人々の人間関係を検討する。地震の直後、おおむね男性は被害の調査や協議、女性は炊事を分担す
ることとなったが、女性たちの連携は婦人会などの集落組織が音頭を取ることはなく、家族構成や被害の程度
を含めた総合的判断により、家を優先して行動するという暗黙の了解が女性に浸透していたことを指摘する。
逆に、人間関係の機微を無視したり、自己中心的な行動をとることはその時の共助だけでなく、将来のつきあ
いにも禍根を残すことになることを明らかにした。さらに、ある集落で中年女性の講であった観音講が再開さ
れ、講員の資格を柔軟にするなど顔合わせに主眼を置いた活動となっていることを紹介する。 
終章「女性同士のつながりが示すもの―性別と関係をめぐる議論に向けて―」では、第 1部、第 2部の議
論をまとめ、家事や育児は既婚女性だけの領域ではなく、既婚女性同士の結びつきも嫁、妻、母としてばかり
ではなくなっていることから、性別役割として固定された女性の研究でなく、女性たらしめているものは何で
あるか、を考えていきたいとする。女性の主体的なつながりはそうした一面を示すものとなる。また、女性を
切り口として分析を進めることで、性別に潜む力や階層性に気づくことによって、説明することが困難な現在
的な問題にも踏み込んでいくことができると主張する。 
 
審 査 の 要 旨 
 
１ 批評 
 本論文は宮城県牡鹿半島の各集落において、著者が長年にわたって継続した調査を基礎に、男性の契約講と
対応する組織である女性の女講中を検討したものである。女講中が村落社会において経済的に自立し女性の社
会的帰属を確認する行為を実施してきたことから、単に契約講の補足的組織ととらえるのでは不十分であり、
それへの帰属が、家庭内の嫁という弱い立場にある女性にとって集落のつきあいの中核となっていたことを明
らかにした。長男の嫁だけを成員とすることについては、家庭内の嫁と姑との間の関係性を指摘することによ
り、差別とは言えないとの指摘も新鮮である。その変容についても、海路から陸路へという村落社会を結ぶ交
通網の変化や宿泊業への転業などと関連付け、ここにも社会変化に伴う姑の価値観の変化とその嫁への影響を
探り出すなど、従来の研究になかった指摘をしている。ただ、個人的なものから組織化されたものまでを含む
社会における人々の結びつきのあり方について、本論文では「つながり」という用語を用いるが、さらに概念
として洗練しなければならないと思われる点、「家」の維持、相続、祖先祭祀に女性がどのように関わるのか
十分な言及がなかった点、一部の論述において「公」と「私」という二項対立的なとらえ方が提出されている
が、現実にはその間の領域があると考えられる点を課題として考察を深めてほしいところもある。しかし、こ
れらは今後の研鑽に期待されることであり、本論文が学界に大きな寄与をすることは確実と確信できる。 
 
２ 最終試験 
  平成 29年 1月 13日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
